サッカー部便り　～久しぶりにブルッた号～
　今朝、私が７：２０頃学校に着くと、グランドに人影がありました。よく見てみると寛人が１人でボールを蹴っていました。集合は７：４５なのに。

　

　教師をやっていると、時々鳥肌が立つ瞬間があります。それはこちらが予想もしていなかったのに、生徒が猛烈に頑張っている姿をみたときです。今日は久しぶりのブルッた瞬間でした。

昨日２／１（金）の練習に、私の前任校時代の教え子のＦ君とＩ君（２人とも１９歳）が来てくれました。そのうちのＦ君はＧＫで、昨日、寛人に一生懸命教えてくれていました。寛人も必死になって学ぼうとしていました。きっとその影響で寛人は今朝早く来たのかもしれません。
[image: image1.wmf]もう少し昨日来てくれた彼ら２人の中学時代を紹介します。

１．Ｆ君（ＧＫ）

　Ｆ君は小学校まで左サイドハーフをやっていた子でしたが、中学校になってからその学年にキーパーがいなくて、中１の６月頃「キーパーどうだ？」と聞くと「興味あります。」との返答で、そこから彼のキーパーが始まりました。
　彼はキーパーとしては初心者スタートでしたが、本当に研究熱心で、努力を惜しまない人でした。

　つけていたサッカーノートはなんど同時並行で３冊！①毎日の自分の練習のことを日記風に書くノート、②試合の反省用ノート、③相手チームの分析用ノートの３冊です。当時は今の二中サッカー部のようにサッカーノートの提出を義務づけてはおらず、「書いた方がいいぞ」くらいは言っていましたが、彼の自発的な行動です。
　ほとんどの試合で保護者の方がビデオを撮っていて、いつも失点シーンを家に帰ってから確認して、ノートに書いていたそうです。昨日、練習が終わってから一緒にご飯を食べに行きましたが、「失点シーンは全部覚えています。」とニコニコして言っていました。

　また、朝練は毎日7:30からおこなっていましたが、彼を含めて２～３人はよく7:00くらいには来て練習していました。夜、仕事の帰りに、バスの中から彼が走っている姿を見かけたことも何度かあります。それだけ日頃から努力しているので試合に負けたときはよほど悔しかったのでしょう。試合の後に彼がよく泣いていたのを覚えています。
　彼はなぜこんなに頑張れたのでしょうか？

　昨日、彼が君たちに残したメッセージを覚えていますか？「目標を持って頑張ってください。」だったよね。彼にはその都度彼なりの目標をたてて頑張っていたのです。
　彼は結局、ＧＫを中学生から始めたにもかかわらず、１年生で吹田選抜にも入り、３年生では三島トレセンに合格しました。高校でも大学でもサッカーを続け、いま教師を目指して頑張っています。

２．Ｉ君（ＤＦ）

　Ｉ君は本当に何でも一生懸命で、誰よりも声を出す頑張り屋でした。そんなに器用な方ではないので、技術的には彼より上手な選手はたくさんいましたが、いつも大きな声をだし、持久走の練習でも常に頑張り、チームにとってはかかせない存在でした。試合に出られないこともありましたが、いつもベンチから大きな声でチームメイトを励ましていました。
　彼は中学を卒業すると、大阪でも屈指の強豪高校のサッカー部に行きました。実際にその高校は彼が在学時代、２年連続で大阪代表として全国大会に出ています。そんな学校ですから、メンバーは各市の選抜やトレセンなど実績のある人ばかりです。普通に軽い気持ちでサッカーをやるつもりで入った人はあまりのレベルの違いに驚いたり、しんどい練習に耐えきれずたくさんやめていったそうです。
[image: image2.wmf]　でも彼は最後までやめずにサッカー部を続けました。頑張り屋で大きな声を出す彼の存在は、全国大会にでるようなチームでもきっと大きかったはずです。チームというのは技術が高いだけの集団では勝つことはできません。そこに彼のような闘志をむき出しにしてがむしゃらに頑張る人、声を出す人というのがとても大きな意味を持つのです。

みんなも二中サッカー部でとにかく自分なりに一生懸命頑張ってみよう。

上手な人が偉いわけではありません。ひとりひとりがチームにとってかけがえのない存在です。みんなで力をあわせて高いところを目指しましょう。

頑張れば頑張るだけ自分の財産となり、その後の君たちの人生を大きく前進させてくれるはずです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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